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　市政に功労のあった方々を表彰するため、「令和５年度熊谷市表彰式」を開催し
ます。
　本市で最も権威ある、熊谷市表彰条例に基づく表彰では、本市の文化の興隆、福
祉の増進、産業の発展又は自治の振興に貢献された４名の方々を表彰します。（功
績は別紙参照）
　また、熊谷市表彰規則により、市政に功労のあった１０９名の方々の表彰に併
せ、熊谷市職員表彰規程により７１名の職員を表彰します。

風間、右島

０４８－５２４－１１１２（秘書課直通）

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

特徴やPRポイント

熊谷市立大里生涯学習センター「あすねっと」文化ホール

令和５年４月１５日（土）　午前１０時００分から１１時１０分まで

　来賓等規模を縮小して実施します。

「令和５年度熊谷市表彰式」の開催について

令和５年２月２８日発表
担当課：秘書課
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令和５年度 表彰条例に基づく被表彰者一覧 

No 部 門 氏   名 性別 住  所 年 齢 職   名 担 当 課 

１ 文 化 渡
わた

 辺
なべ

 是
よし

 仁
ひと

 氏  男性 別府在住 ８７歳 元熊谷市文化連合会長 社会教育課 

２ 福  祉 寺
てら

 田
だ

 治
はる

 子
こ

 氏 女性 中央在住 ７５歳 熊谷市民生委員児童委員協議会会長 生活福祉課 

３ 産  業 栗
くり

 原
ばら

 良
りょう

 太
た

 氏 男性 本石在住 ６７歳 熊谷商工会議所副会頭 商工業振興課 

４ 自 治 松
まつ

 岡
おか

 兵
ひょう

 衛
え

 氏 男性 大塚在住 ７７歳 元熊谷市議会議長 議会事務局 

                                       ※ 年齢は、令和５年３月３１日現在 
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文化功労表彰 

渡辺
わたなべ

 是
よし

仁
ひと

 氏  （雅号 渡辺
わたなべ

 継齋
けいさい

） (８７歳 熊谷市別府在住) 

 

 

 

元熊谷市文化連合会長 

埼玉県文化ともしび賞（平成２２年） 

熊谷市文化功労者（熊谷市教育委員会 平成２８年） 

 

― 功  績 ― 

    

 渡辺是仁氏は、昭和４７年７月に熊谷市美術展書の部審査員に就任して

以来、熊谷市書道展審査員、熊谷市勤労者文化展の審査員を務めるととも

に、公民館及び直実市民大学において、長年にわたり書を指導し、本市の

芸術文化の振興に大きく貢献されました。 

  氏は、書家としても、その高い実力により多くの実績を収め、第１回熊

谷市美術展書の部における特選第１席受賞を始め、県北書道展、県北美術

展、埼玉書道展などで、数多く賞を受賞されました。また、平成２２年４

月の設立当初から現在まで、直実市民大学かな書道クラブの講師を務める

など、後進の指導にも尽力されています。 

 一方、長年、熊谷市文化連合の役員を歴任され、平成２３年５月には同

文化連合の会長に就任し、同時に、熊谷市文化連合、大里文化団体連絡会、

妻沼文化連合及び江南文化団体連合会の合併協議会委員長として指導力

を発揮し、平成２７年４月に合併を成し遂げました。 

 さらに、熊谷市教育委員会発行の「文芸熊谷」では、創刊号から編集に

携わり、企画委員長及び編集委員を務めるなど、文芸創作活動の振興に尽

力され、平成２２年６月からは熊谷市社会教育委員会議委員、平成２３年

５月からは公益財団法人熊谷市文化振興財団理事を歴任されました。 

 このように、高い教養と卓越した統率力をもった文化人として、多面的

に本市の芸術文化の発展に大きく寄与された功績は誠に顕著です。 
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福祉功労表彰 

寺田
て ら だ

 治子
は る こ

 氏 (７５歳 熊谷市中央在住) 

 

 

熊谷市民生委員児童委員協議会会長 

（一財）埼玉県民生委員・児童委員協議会会長 

厚生労働大臣表彰（特別表彰・功労賞）（平成２９年） 

瑞宝単光章（令和４年） 

 

― 功  績 ― 

 

 寺田治子氏は、平成元年１２月に熊谷市民生委員・児童委員に就任して

以来、長年にわたり、常に社会福祉の精神をもって、真摯な姿勢で職務に

精励し、地域社会の福祉の増進に大きく貢献されました。 

  この間、氏は、日頃から地域の実情を把握するための調査訪問活動に献

身的な努力を傾けられました。また、支援を必要とする市民からの様々な

相談に応じ、豊富な経験と高い識見に基づく適切な助言及び指導により、

地域における多くの課題解決を図られました。 

 氏のこうした献身的な活動と温厚篤実な人柄は、民生委員・児童委員か

ら厚い信任を得て、平成２２年１２月には熊谷市民生委員児童委員協議会

副会長、平成２８年１２月には同協議会会長に就任し、持ち前の高いリー

ダーシップにより、会の円滑な運営と、会員の資質の向上を図るとともに、

関係機関との連携を強化し、本市の福祉行政の推進に寄与されています。 

 さらに、地域福祉を推進する模範的な活動は、県内でも高く評価され、

平成２９年１月には埼玉県民生委員・児童委員協議会理事、平成３０年５

月には同協議会副会長、令和５年１月には同協議会会長に就任し、広く県

下の民生委員・児童委員活動の推進に尽力されています。 

 このように、豊富な経験と卓越した識見により本市の発展と市民福祉の

向上に寄与された功績は誠に顕著です。 
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産業功労表彰 

栗原
くりばら

 良
りょう

太
た

 氏 (６７歳 熊谷市本石在住) 

 

 

 

熊谷商工会議所副会頭 

元（公社）日本青年会議所常任理事 

関東経済産業局長表彰（令和４年） 

 

― 功  績 ― 

 

栗原良太氏は、平成１３年１１月に熊谷商工会議所議員に就任して以来、

長年にわたり、地域経済の振興と商工業の発展に大きく貢献されました。 

この間、氏は、優れた識見はもとより、温厚で誠実な人柄は厚い信頼を

得て、平成２５年には同所副会頭に就任し、地域商店街の活性化に資する

事業を推進するため、地元商店街と商工会議所との調整役として、地域の

活性化や同会議所の業務効率化に尽力されています。さらに、組織の拡大

や財政基盤の強化を図るとともに、研修活動の充実に努めるなど積極的な

事業運営に多大な貢献をされています。 

また、同所小売商業部会長として市内商工業者の活性化に尽力され、市

内中心市街地で行われているイルミネーション事業の実行委員長を務め、

平成２７年には２割のプレミアムが付いた熊谷市プレミアム付商品券発

売にあわせ、店舗独自に２割引商品・サービスで集客を促す「２＋２（ツ

ープラスツー）」事業を企画し、中小零細店舗の販売促進を図るなど、市

内商工業の活性化に尽力されました。 

さらに、熊谷市公共下水道事業運営審議会委員、熊谷市情報公開・個人

情報保護審議会委員等を歴任されるなど、経済分野のみならず住民福祉の

向上のため広範にわたり献身的に活動され、市政発展に貢献されました。 

このように、優れた行動力と卓越した統率力により、地域経済の振興と

本市の発展に大きく寄与された功績は誠に顕著です。 
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自治功労表彰 

松岡
まつおか

 兵衛
ひょうえ

 氏 (７７歳 熊谷市大塚在住) 

 

 

 

元熊谷市議会議長 

埼玉県知事表彰（令和２年） 

旭日双光章（令和３年） 

  

― 功  績 ― 

 

松岡兵衛氏は、平成１１年５月、地域住民の厚い信望を得て、熊谷市議

会議員に初当選され、以来５期２０年の長きにわたり、熊谷市議会議員と

して地方自治の振興のため献身的な努力と情熱を傾け、本市の発展に大き

く貢献されました。 

この間、氏は、都市建設常任委員会委員長、議会運営委員会委員長の要

職を歴任し、豊富な経験と卓越した識見を遺憾なく発揮され、広く住民の

声を市政に反映させるとともに、多くの課題解決に力を注がれました。 

こうした氏の優れた政治手腕と温厚篤実で公平誠実な人柄が多くの信

頼を得て、平成２１年に熊谷市議会議長に就任されました。在任中は、優

れた指導力で議会内の意見を取りまとめ、議会と執行部との綿密な連携を

保ちつつ、効率的かつ円滑な議会運営に尽力されました。 

また、熊谷市監査委員、熊谷市農業委員会委員、大里広域市町村圏組合

議会議員、熊谷地区消防組合議会議員、妻沼南河原環境施設組合議会議員、

大里郡利根川水害予防組合議会議員等、広範にわたり献身的に活動され、

市政及び広域行政の充実と発展に貢献されました。 

さらに、熊谷市総合振興計画審議会委員を務め、熊谷市のまちづくりの

根幹ともいえる、「熊谷市総合振興計画」の策定とその推進に尽力されま

した。 

このように、優れた政治手腕と強い責任感、卓越した指導力により、本

市の発展と地方自治の振興に寄与した功績は誠に顕著です。 

 


